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３ 要旨

豚の受精卵移植や人工授精を行うには、人為的に発情を誘起させる必要がある。しかし、発情誘起法と
しては、離乳日をそろえる、人工流産、性腺刺激ホルモン投与などがあるが、簡易かつ確実な方法は確
立されていない。一方、牛では膣内留置型黄体ホルモン製剤(CIDR)を活用した発情誘起方法が確立・普
及している。そこで、腟形状が豚と類似している緬山羊に用いられている緬山羊用CIDRを繁殖母豚や離
乳母豚に応用し、豚の人為的な発情誘起への可能性および有効性について検討した。

(1) CIDRの有効留置個数の検討では、性周期に関係なく繁殖母豚の腟内に緬山羊用CIDR１～２個を７
日間留置し、CIDR除去時にプロスタグランジン(PG)３mlを投与する方法が、CIDR２個を７日間留置す
るだけの方法に比較して高率に発情が誘起された。よって、CIDRとPGの併用が発情誘起に有効であ
り、CIDRの留置個数は１個でも十分な効果を示した。また、繁殖母豚におけるCIDR１個とPGの併用に
よる発情誘起率は60％、CIDR除去後の発情誘起平均日数は6.7±2.1日であった。

(2) 離乳母豚では、離乳時にCIDR１個を留置し、繁殖母豚と同様に処理したところ、発情誘起率が60％、
CIDR除去後の発情誘起平均日数が6.7±2.1日であった。

以上のことから、豚の発情誘起法としてCIDRとPGの併用が有効である可能性が示唆さ れた。また、１頭
あたりの発情誘起に要する処置経費は、1,000円程度である。
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